
















































































































































































































































































































































































キャンパス 実施時期 回答数 回答率
駿河台 7月22日一27日63名 58．8％
和泉前期 7月10日一14日121名81．7％
和泉後期 1月8日一15日144名929％
生田 1月15日一22日37名 66．0％
質問内容：回答者属性、授業評価、図書館利用や情報検索で過去に難しい
と感じたこと、できなかったこと、授業を通して自分なりの学習課題・研
究課題を発見できたか、活用法を通じて身にっけたいもの（生田キャン
パスのみ）。
　過去にどのようなことが難しかったか、できなかったか、という点で回
答者の多かった項目は以下の通りである。（）内は回答者数を示す。
駿河台
・雑誌検索（26）：雑誌の検索、論文の検索
・資料の場所（25）：検索ができても場所が分かりにくい（書庫、雑誌、
　請求記号）
・レポートの書き方（21）：書き方自体
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和泉（前期）
●レポートの書き方（53）：形式、書き出し、構成、文章表現
・資料の場所（48）
●新聞記事検索（40）：記事検索、キーワード設定
●雑誌検索（38）：雑誌・論文の検索方法
和泉（後期）
・雑誌検索（78）：雑誌・論文の検索方法
・レポートの書き方（70）：形式・構成、書き方、文章表現、テーマ・
　題材、参考文献の選び方、論文との違い
・資料の場所（61）：文庫・新書・新刊書・配置図・請求記号の並び方、
　場所の表記
生田
・資料の場所（18）：検索ができても場所が分かりにくい（書庫、雑誌、
　新聞、MAP）
・レポートの書き方（17）：書き方、まとめ方、文章力
・検索方法（15）：OPACでのキーワード検索、インターネット検索、
　絞込み
　和泉キャンパスでは、前期は雑誌検索にっいて困ったという回答は少な
く、レポートの書き方が分からなかった、という回答が多かった。後期に
なるとこの回答数は逆転する。回答者全体の学年構成を見てみると、前期
は1年が55％、後期は2年が73％である。これは1年次にはまだ論文を読
むという機会が少ないために、難しいと答える学生は少なく、2年次にな
ると論文を読まなければならない機会が増えてきて、その難しさを感じる
学生が増える、と考えることもできる。全体としては、図書の検索はでき
るが、検索した図書を図書館内でなかなか探せなかった、という回答も目
立った。これは教室での知識の習得により解決する問題ではないので、実
際に図書館を使う課題を出すなど、授業の方法に工夫が必要な点である。
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6　学習達成目標の設定
　学生、講師・図書館員、学部教員、学内組織からの調査結果とその分
析、タスクフォース、コーディネータ教員、職員による検討会などを経て、
2009年5月に表5のような図書館活用法授業の学習達成目標を設定した。
表5：図書館活用法学習達成目標
lA，講座　図書館活用法」の意義を理　する
lB，大学図目　とその他の図　　　局’の図　　、国耳図　　、公立図一　など　の違い
ﾉついて理解する
lC．大学の学びにおける大学図三館の役。や有用　を理　し、学術研九生活における図
相ﾙとの関わりを知る
lD，知識基　社会において図習　の一在意義と重要性について理　する
2A．明治大学図日　の　　を理　する
2B．明治大学図書食の藤　　月　資米こ、施設の　要と　　での所　を知る
2C．明治大学図目　の所　資料とその　徴について理　する
2D．明治大学図書館のサービス溶を知る
2E明治大学図酉　の　い方とマナー　ネットワーク利用のマナーを含む　を理　する
3A．読…への　心を同める
4A．図一と雑誌の　いを理　する
4B，　OPACとは何かを理・し、それを利用して図害・不誌・新聞の　索をし、入手方法
?揄?ｷる
4C．々な検ハテクニック　前方一致　索丁　を　うことができる
4D．山手線コンソーシアムについて理解し、　、断　索を利用できる
4E．明大に所　がない図一一・雑誌・新聞を　，、し、入手方法を理　する
4E図書・雑誌利用に関連する　オンラインサービス　予約・貸出延長・配送・アラー
gサービス等）」を知り、利用できる
4G．引用・参考献の役。を理　し、　献　索の手がかりとして　っことができる
5A．インターネット上の　報特一を理　し、　，、したさまざまな　　を正しく
]価判断し、利用できる
5B．図『一　で　供するさまざまなオンライン学術資料　胆子ジャーナル、データベース、
d子ブック、機関リポジトリ等〉についてインターネット上の公開情報との相違点を理
?ｵ、利用できる
6A，調査・探索の一般的な方法論を理　する
6B．百科典、新語辞書、年　などのレファレンスブックを　って事　について調べる
ｱとができる
6C，文献目録、書誌などのレファレンスブックを　って図書や論文などを調べることが
ﾅきる
6D．図　で探せる情報、インターネットで探せる目報の違いを理解する
7A．レボートと論　の違いを理　できる
7B．問　設定ができ、論　のストーリー　構　　を立てることができる
7C．出　一記の方法を理　し、・確に注や引用文　を・けることができる
7D．文　、図畠の引用の　術・マナーを身につけ、的　に引用文献・参　文献をつける
ｱとができる
7E，図書館資料を活用してレポート・論文を書くことができる
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7E発　資’を乍　でき、 レゼンテーションの　備ができる
8A，・乍　’の目的を理解する
8B．図日　における　乍の許谷　囲を理　し、者乍　の　利、纈限 を理 する
8C．レボート・論　乍 において者乍薪上’意すべき、、を理　する
8D．引用と者乍 法との関系について理　する
7　カリキュラム改善
7．1　「図書館活用法」授業目標
　前項に挙げた目標を達成するためのカリキュラム、授業内容を決定して
いくことになるが、授業各回の具体的内容の検討に入る前に、図書館活用
法授業全体の目標と、学生がこの授業を受けた後、最終的には何ができる
ようになるのか、どのような態度を身に付けるようになるのか、というこ
とを明確にするための議論を行った。タスクフォースメンバーを中心に検
討を行い、コーディネータ教員や図書館職員全体の意見を聞きながら修正
を重ね、2009年ll月に次の目標、最終到達点を設定した。
図書館活用法授業の目標
　・図書館の蔵書、施設、サービスを理解し、また、図書や読書の意義
　　を理解することにより、図書館を積極的かつ目的に応じて適切に利
　　用できるようになる（図書館リテラシー）
　・様々な学術情報、文献、資料の種類や特徴を理解し、目的に応じて
　　適切な方法で検索、入手、利用できるようになる（情報リテラシー）
　・入手した情報、文献、資料を適切に利用し、レポート、論文作成やプ
　　レゼンテーションの発表資料などの作成が行える（学術リテラシー）
授業を受けた学生が、最終的にできるようになるタスク・身に付ける態
度（到達点）
●文献や情報を的確かつ適切に利用し、レポート・論文の執筆やプレ
　ゼンテーションの準備ができる
・読書への関心を高める、図書に親しむようになる
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　実践技術を学ぶ内容の演習が中心の図書館活用法の授業で、読書推進を
目指した内容を取り入れることは難しい。それは学生アンケートの結果に
も顕著に現れている。しかし、読書の楽しみを伝えることは図書館に対す
る期待、要望であることが、学部・大学組織インタビューから分かった。
また、学生の読書離れをくいとめるためというのは、図書館活用法授業誕
生の経緯でもある。これらの点も考慮し、最終的には、図書や読書を通し
て身に着ける教養や学術能力の向上は、リテラシーの基盤であり、またそ
の教育は大学の重要な役割と判断をし、図書館活用法でも扱っていくこと
とした。しかし、読書への関心を高めるという抽象的な目標の達成度をど
う評価していくか、実践的内容が多い授業の中で、どのように学生にその
意義を理解させるか、といった課題については今後も検討を続けていかな
ければならない。
7．2　カリキュラムマッピング、授業内容、アセスメント
　次に行ったのは、14回の授業の骨格を検討である。ここまでに設定し
た、学習達成目標、授業全体の目標、そして最終的に学生ができるように
なるタスク・学生が身に付ける態度の3点を網羅するように、カリキュラ
ムマッピングを行った。
　まず、学習達成目標をばらばらにして、最終タスク・態度を身に付ける
までに踏んでいくステップごとにグループ化した。そして、グループ化さ
れた内容は何回の授業に分けて教えるか、また先に教えるべき内容か（下
位スキル）、後に教えるべきか（上位スキル）ということを考えながら、授
業の骨格を作り上げていった。その後、授業全体の目標である3つにリ
テラシースキルについて、コース全体でまんべんなく網羅されているか、
十分な学習の機会が学生に与えられているかについても確認し、最終的な
2010年度の14回のテーマを決定した。
　これまでの図書館活用法授業は各回の独立性が強く、各回で異なるテー
マ（例えば雑誌論文の探し方、レファレンスブックの使い方）を設定し、
それを一回、もしくは二回の授業で教える、という構成であった。そのた
め、教える内容の重複がある、前後の授業内容との連携が取れていないな
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どの問題が生じていた。今回カリキュラムマッピングの作業を行ったこと
により、授業全体を通して何を教えようとしているのか、各回の授業はそ
の中でどのような位置づけなのか、ということを確認することができるよ
うになった。これは、各回で教えるべき内容が明確になったということで
もあり、担当者による授業内容のばらつきや教える内容の重複を少なくし
ていくことができる。
　2010年度カリキュラムでこれまでと大きく変わった点は、始めに「文
献・情報の探し方　概要」を入れ、最後の2回を「まとめ」、「総合演習」
にあてたところである。これまで各回独立型であった授業を、「レポート・
論文の執筆やプレゼンテーションの準備ができるようになる」（学生の最
終到達点）ための一連の流れの中で教えるようにし、始めにその流れ全体
を説明、最後に確認する、という場を設けた。
　各回の授業については、各回でカバーする学習達成目標とその段階（紹
介、練習、達成、達成度の評価）をカリキュラムマッピングで明確化した
ので、その目標・段階の達成を目指した授業を展開していく。基本的要素
はカバーしつつ、前述の学生の経験を聞いたアンケート調査結果や、改
善要望を参考にして、各授業担当者が授業を組み立てていくこととした。
2010年3月には、コーディネータ教員と授業担当講師で2010年度授業に
ついての最終検討会を行い、各回の授業で授業内容の理解度を図るための
小テストを、学期末には授業全体の理解度を図るための総合テストを実施
することを決定した。これにより、大部分の学習達成目標についてはその
達成度を図るアセスメントが可能となった。テストでは図ることのできな
い「読書への関心」や「レポート・論文の作成」といった目標については、
それぞれアンケートやレポート課題の分析を行うことで、その達成度を図
ることにした。
8　おわりに
　図書館活用法プログラム評価活動の3つの目標のうち、これまでに「学
習達成目標の明示」と「カリキュラム内容と構成の改善」にっいて、達成す
ることができた。しかしこれで評価活動が終了したわけではなく、次は、
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学生が授業を受けた後に、目標としている知識、スキル、態度を本当に身
につけることができたかどうかのアセスメントを行うことになる。アセス
メントの結果を見て望ましくない結果があれば、授業内容、教え方など、
必要な部分を改善し、達成度をより上げる工夫をしていかなければならな
い。また、もしアセスメントの結果が望ましいものであれば、それは図書
館活用法の意義や大学の教育に対する授業の貢献度を示すことに利用で
きる。いずれにせよ、評価活動は今後も継続していかなければならない。
2010年度の授業実施状況、テストやアンケートによるアセスメント結果
とその利用、2011年の評価活動については、次回の報告としたい。
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